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北大文学研究科紀要 132 (2010)

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴

清 水 誠

Islensk hljoðfræði meðtilliti til japanskrar hljoðritunar (1)

(The Annual Report on Cultural Science No.132.Graduate School of
 

Letters,Hokkaido University.Sapporo/Japan.2010.ISSN1346-0277)

SHIMIZU,Makoto

(mshimizu＠lit.let.hokudai.ac.jp)

０．はじめに

外国語の語彙を日本語でどのようにカナ表記するべきかという問題は，便

宜的方策ではあるが，避けては通れない壁である。アイスランド語のように

受容の歴史が浅く，カナ表記に合意がない外国語についてひとつの指針を示

し，そこからアイスランド語音韻記述の問題点を探るのが本稿の目的である。

拙著（2009e）および参考文献に挙げたその他の拙稿では，具体例を実践した。

本稿はその後の修正を含めて体系的に論じようとするものである。カナ表記

の先駆的考察にはアイスランド人の手によるMagnus P.（1981），組織的な実

践例には浅井/森田（1980）がある。しかし，両者とも本稿とは異なる点が少

なくない。引用した地名は山，河川，島，湖などを含み，Örn S.et al.（2000）

と浅井/森田（1980）を参照した。人名の選定にはGuðrun K./Sigurður J.

（1991）を参考にした。

類型論的性格が著しく異なる日本語の表記に置き換える作業は，正書法で

は区別されない子音連続での変化，母音の長短，音節構造などアイスランド

語音韻論の問題点を掘り起こす契機になる。本稿は従来のアイスランド語カ
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ナ表記の不備を補い，日本語話者の立場から従来のアイスランド語音韻記述

の問題点を指摘し，説明を試みる。今回は全体的な問題点を扱い，個々の音

のカナ表記については稿を改めて次回に論じたい。なお，本研究には科研費

（21520425）の交付を受けた。

１．「カナ表記」と「カナ発音」

外国語の音韻表記には IPA（国際音声字母）という方法がある。しかし，

他言語への正書法による転写には確固たる原則がない。音韻体系が同一の複

数の言語が存在しない以上，これは妥協の産物になる。一方，外国語の学習

辞書などに見られる「カナ発音」は，「カナ表記」とは別の概念である。「カ

ナ発音」は外国語の音韻体系を反映させたもので，日本語として自然である

必要はなく，補助記号を交えることも少なくない。それにたいして，「カナ表

記」は日本語として無理があってはならない。さらに，両者には大きな違い

がある。辞書の「カナ発音」にはコンセンサスがあるわけではなく，英和，

独和，仏和の対訳辞書では辞書ごとに微妙に異なっている。それは語義や用

例と同じく，各々の辞書の特色とみなされている。一方，「カナ表記」には規

範的統一性が求められる。alcohol［ælk h (:)l］「アルコール」という英単語

に［アルカホ(ー)ル］という「カナ発音」を与えることには意味があるが，「カ

ナ表記」としては「アルカホ(ー)ル」では問題がある。「カナ表記」は日本語

の標準的語形として，辞書登録されるべきものだからである。辞書登録され

るのは「外来語」と認められた語に限られ，大部分の固有名詞や専門用語は

含まれない。本稿で対象とするのは，すでに定着したものを除くこうした語

彙である。したがって，Island［i:sland］，saga［sa ］，skald［s auld］

に［イースランド］，［サーガ］，［スカウルド］という「カナ発音」を与えて

も，「カナ表記」を「アイスランド」，「サガ」，「スカルド（詩人）」とするこ

とに異議を唱える強い理由はない。なお，ある語を定着したとみなす基準に

北大文学研究科紀要

［イスランド，イーストランド］（［island,i:sdland］）もあり得る。注62参照。
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は立ち入らない。

２．現代語の発音と古語の推定音

ここで，現代語の発音と古語の推定音のどちらを取るかという問題に触れ

ておこう。アイスランド語史の区分としては，「古期アイスランド語」

（fornıslenska 874～1350），「中期アイスランド語」（miðıslenska 1350～

1540），「新期アイスランド語」（nyıslenska 1540～）の３区分が一般的といえ

る 。中期アイスランド語の時代には「音量転換」（6.1．参照）など一連の重

要な音韻変化が起こったが，新期アイスランド語の時代以降は著しい変化は

起きておらず，現代語の骨格が定まったとされている。したがって，14世紀

末半ばが古語から現代語への移行期にあたり，16世紀半ば以降は明確に現代

語表記の範囲に属するといえよう。中世文学の受容から始まった日本のアイ

スランド研究一般では，古語の推定音によるカナ表記に終始してきた。一方，

近代以降については現代語の発音に従うのが当然だが，このことは不問に付

されていた観がある。本稿で論じるのはこの点である。

中世文献の人名や作品名を古語の推定音で転写することには，それなりに

根拠がある。しかし，それを現代語の発音で読み，表記する方法もけっして

否定されるべきではない。私たち日本人は専門家が国文学を講じる場合でさ

え，『万葉集』や『源氏物語』などの古典文学作品を古語の推定音で読んでは

いない 。他のヨーロッパの言語と違って古語と現代語の相違がわずかで，中

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴

この区分には類書によって異同がある。1540年を新期アイスランド語の始まりとするの

は，デンマークのロスキレ（Roskilde）でオッドゥル・ゴホトスカウルクソン（Oddur
 

Gottskalksson1515頃～56）による新約聖書のアイスランド語訳がアイスランド語によ

る初の印刷本として刊行されたことによる。一方，宗教改革断行の1550年，あるいは

1530年，1600年を区切りとする意見もある。

中世ドイツ文学の受容でも，Der arme Heinrich『哀れなハインリヒ』，Walther von der
 

Vogelweide「ヴァルター・フォン・デア・フォーゲルヴァイデ」のように，作品名や人

名は一般に現代語の発音で表記する。ただし，中世ドイツ語のテキストを現代ドイツ語

の発音で読むのは困難であり，古語の推定音を交えて読むことが多い。
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世文学の遺産を自らの血肉としているアイスランド人にとって，このことは

いっそう自明である。アイスランド人はサガや『エッダ』（Edda）を現代語の

発音で読むのであり，古語の推定音で読むのは本国以外の学習者や研究者に

限られている。Morita（1976），森田（1981：i-ii）はこの点を強調し，外国

人も現代語の発音で読むべきであるとして，『アイスランド語語源辞典』（Is-

landisches etymologisches Worterbuch 1956）の著者でアイスランド大学学長

を歴任したアーレヘサンデル・ヨウハネソン（Alexander Johanesson 1888

～1965）がベルリン大学でグスタフ・ネケル（Gustav Neckel 1878～1940）

の『エッダ』の講義に出席したときに，古語の発音でテキストを読むのを聞

いて遺憾に堪えなかったという逸話を紹介している。

これにたいして，アイスランド人以外の立場からは異議がないわけではな

い。ドイツにおける現代アイスランド語研究の権威だったブルーノ・クレス

（Bruno Kress 1907～97）は，現代アイスランド語の音韻にかんする著書

（Kreß(＝Kress)1937:III-V）の序文で，学生時代に上記のネケルの『エッ

ダ』の演習で初めてアイスランド人が現代語の発音でテキストを読むのに接

して，まったく理解できなかったと回想している。そして，これはアイスラ

ンド人には自然だが，外国人が強要される理由はなく，諸外国の研究者の相

互理解に支障をきたし，古語をないがしろにする行為であるとさえ述べて，

古語の音韻の理解に至るには現代語の考察が最も確実な方法であるとしてい

る。Morita（1976：46）も，ノルウェー人は古ノルウェー語（Old Norwegian）

のテキストを現代アイスランド語の発音で読むべきだとは述べておらず，個

人的な好みに任せればよいとしている。つまり，これは中世のアイスランド

だけを興味の対象とし，近現代を軽視しがちな海外の研究者への戒めといえ

よう。アイスランド人にとって，こうした態度が自国の文化にたいする偏見

と映ることは容易に想像できる。私たちは現代アイスランド語の理解の上に

立って，古語に取り組む姿勢を大切にするべきだろう。
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３．原語としてのアイスランド語重視の原則

以前には，アイスランド語の語形を無視して語尾などを省略し，英語など

の語形から転写する習慣があった。Ólafur［ou:lavYr］「オウラヴル」を「オー

ラヴ」（Olaf），Sigurður［sI  rðYr］「シーグルズル」を「シグルド」（Sigurd）

とするのがその例である。これは翻訳文献を頼りした時代のなごりだが，明

らかに不適切である。キリスト教文化圏のヨーロッパでは，人名は聖書の登

場人物や聖者の名前を基礎として言語ごとに対応名があり，母語の語形に置

き換えることは珍しくない。しかし，非ヨーロッパ圏の日本にはそのような

慣習はない。Homeros「ホメーロス」やVergilius「ウェルギリウス」を「ホ

ウマー」（Homer）や「ヴァージル」（Virgil）と紹介している文学書がどこ

にあるだろうか。

一方，近現代の人名を「オーラヴル」，「シグルズル」とするのは，「音量転

換」と「音節均衡」（6.1.参照）の原則に反した誤記である。goði「首長」，

Vınland「北米大陸」を現代語の発音で表記すれば，「ゴジ」，「ヴィーンラン

ド」ではなく，単一語と複合語での母音の長短の相違（6.8.参照）を考慮し

て，「ゴージ」（［ :ðI］），「ヴィンランド」（［vinland］）とする必要がある。

Jonsdottir［jounsdouhdIr］「ヨウンスドウフティル」という女性の「父称」

を「ヨーンスドッティル」とするのは，これに加えて前気有気音 tt［hd］を

Oddi［ d:I］「オッディ」（地名）のような無気閉鎖音の長子音dd［d:］から

区別しない不適切な表記といえる。本稿では，原語のアイスランド語の語形

と発音を尊重したカナ表記を目指す。

４．アイスランド語の音韻と正書法

4.1. 標準発音の模索と音韻研究の歴史

アイスランド語の研究史については拙稿（2008），（2009a）で言及した。音

韻の研究は数多いが，標準発音について最も重要な提言を行ったのは，ビェ

― ―5

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴



ルトン・グヴズフィンソン（Bjorn Guðfinnsson 1905～50）である。アイス

ランド語には明確な方言区分は存在しないが，音韻には地域的特徴が認めら

れる 。ビェルトンは1930年の「国立ラジオ放送局」（Rıkisutvarpið）の開設

を背景に助成金を得て，1941～44年に全国各地で約１万人を調査し，学校教

育への導入を意図して10～13歳の児童6,520人のデータを分析し，1947年

に標準発音を定め，実践した 。しかし，当時，増えつつあった前舌長母音の

半狭音と半広音［I:］≠［ :］，［Y:］≠［œ:］を区別しない「弛緩発音」（flamæli,

hljoðvilla）を排除し，「硬音発音」（harðmæli）と呼ばれる母音間（語中で長

母音の後）の有気閉鎖音p［p］/t［t ］/k［k ］/［c］など，北部を中心に各

地の地域的特徴を集積したために，どこにも存在しない人工的な性格が強く，

ビェルトンの早世もあって普及しなかった。一般に標準発音は中心的使用地

域に立脚する例が多い。レイキャヴィーク首都圏を中心とする南西部では，

「軟音発音」（linmæli）と呼ばれる母音間で「気音」が弱まった無気閉鎖音p

［b］/t［d］/k［ ］/［J-］が現れる 。たとえば，Bjorg［bjœr ］「ビェルグ」

（女名，bjorg「救助」）とBjork［bjœr ］「ビェルク」（女名，bjork「白樺」）

は，有声［r］と無声［r］で区別する。本稿ではk「ク」，g「グ」として区別

音韻の地域的特徴はSigurður J.et al.（1992），Indriði G./Hoskuldur .（2000）参

照。

おもな業績には Mallyzkur I (1946)Reykjavık.Isafold.（筆者未見）や没後に編まれた

Bjorn G.（1964）などがある。成人にも調査を行ったが，成果としてまとめる前に惜し

くも早世した。Svavar S.（2005：1832），Guðrun K.（2005：1742-44），Hoskuldur ./

Kristjan Á.（1992），Magnus P.（1988：８f.）参照。

「硬音発音」は北部のスカーガフィエルズル（Skagafjorður）からヴォホプナフィエルズ

ル（Vopnafjorður）まで，「軟音発音」は南部を中心にベールフィエルズル（Berufjorður）

からフルータフィエルズル（Hrutafjorður）まで，残りの地域は両者の混合。「弛緩発音」

はレイキャヴィーク首都圏を中心とする南西部，東部，北西部のフーナヴァスシスラ

（Hunavatnssysla）。Magnus P.（1978：71f.）の方言地図参照。北米大陸に移住したア

イスランド人の発音にも見られる。Svavar S.（2005：1832），Stefan E.（1949：11）

参照。なお，「弛緩発音」は学校教育や社会的言語規範意識によって矯正され，現在では

ほとんど消滅したとされている。Hoskuldur ./Kristjan Á.（1992：105，112）参照。
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する 。

この提言はステーファウン・エイナルソン（Stefan Einarsson 1897～1972）

の有名な学習書（Stefan E.1949 （1945））の充実した語彙集に採用された。

その発音表記はビェルトンが校閲しており，ステーファウンの出身地である

東部の発音を優先的に示している 。当該の説明箇所を引用しよう（ib.viii，

一部修正）。

１．母音間の有気閉鎖音p［p］/t［t ］/k［k ］/［c］（北部・東部）↔母音

間の無気閉鎖音p［b］/t［d］/k［ ］/［J-］（南部・西部，レイキャヴィー

ク）

２．有声の｛l［ｌ］/m［m］/n［n］｝＋｛p/t/k｝（北部・東部）↔無声の｛l

［l］/m［m］/n［n］｝＋｛p/t/k｝（南部・西部，レイキャヴィーク）

３．hv［hw］（南部・東部）↔kv［k v］（北部・西部，レイキャヴィーク）

４．fð［vð］/gð ］（南部・東部，レイキャヴィーク）↔ fð［bð］/gð［ ð］

（北部）

５．agi［ai:jI］/egi［ei:jI］（北部・西部，レイキャヴィーク）↔agi［a:jI］/

egi［ :jI］（南部・東部）

同書の語彙集では左欄の東部の発音を最初に挙げているが，レイキャ

ヴィーク首都圏を中心とする南西部の発音を次に添えている。 ビェル

コフ/アウルトニ・ベズヴァルソン（Árni Boðvarsson 1924～92）のアイス

ランド語・ロシア語辞典（ / 1962）も基本的にビェルトンの

方式に従っている。一方，後述するヨウン・オウフェイフソン（Jon Ófeigsson

ただし，近年では，語末音の閉鎖音は有気音になることがある。例．band［band］→

［bant ］「リボン」；Kristjan Á.（2005：1565）参照。「硬音発音」は学校教育で重視され，

レイキャヴィーク首都圏でも完全に衰退したわけではない。Svavar S.（2005：1833）参

照。

南ムーラシスラ（Suður-Mulasysla），ブレイズダールル（Breiðdalur）のヘスクルツス

タージル（Hoskuldsstaðir）がステーファウンの出身地である。
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1881～1938）が発音解説・表記を担当したシフフス・ブレンダル（Sigfus
 

Blondal 1874～1950）のアイスランド語・デンマーク語辞典（Sigfus B.1920-

24）は，レイキャヴィーク首都圏を中心とする南西部の発音を最初に示し，

同方言の発音を初めて取り入れた辞典である。このほかに，同辞典（ib.XXV）

とステーファウンの学習書（ib.20）は変化語尾-ar/-ir/-urの r［r］を無声音

とし，Stefan E.（1949：24），Sigfus B.（1920-24：XVIII）， /

（1962：947ff.）の３者は一般に語末の有声音を「半有声音」としている 。

ただし，本稿では半有声音は認めず，近年の代表的な類書の記述を考慮して，

ともに有声音とする。

発音記号つきの代表的な辞書・語彙集は以上の３種類である。しかし，本

格的な発音辞典は存在しない。それは方言差が比較的少なく，意志疎通の問

題がない現状を考慮して，1985年設立の委員会が標準発音の規範を制定せ

ず，地域的特徴を維持する方針を固めたことによる。ビェルトンの調査の40

年後にあたる1980年代には，当時の調査対象者を含めて再び大規模な「現代

アイスランド語調査」（Rannsokn a ıslensku nutımamali）が行われた。

Hoskuldur ./Kristjan Á.（1992）はその間の変化を跡づけ，地域的音韻特

徴を再確認した報告である。Indriði G./Hoskuldur .（2000（1993））はそ

の調査データに基づいて地域的・社会的特徴を詳述した有益な手引きだが，

標準発音については何も定めていない。アイスランド語の言語政策は外来語

など，他言語からの干渉は厳しく排除し，正書法や語形変化には厳格な規範

性を要求するが，発音の地域的・社会的変異には寛容である。一般のアイス

ランド語話者も母語の地域的特徴にたいしては鷹
おう
揚である。アイスランド語

の音韻記述とカナ表記は，以上の事情を考慮して行う必要がある。

本稿の記述対象は，話者の約３分の２が居住するレイキャヴィーク首都圏

Svein(＝Sveinn)B.（1967：XVII）は，Sveinn B.（1941）に基づいて，語末の r［r］

を無声音としている。近年では，摩擦音と l/rは語末で無声化することがある。例．har

［hau:r］→［hau:r］「髪」，blað［bla:ð］→［bla:］「新聞，紙」；Kristjan Á.（2005：

1565）参照。
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を中心とした南西部主要方言である。Hoskuldur ./Kristjan Á.（1992：

98-106）によれば，この地域の音韻的特徴には1940年代以降，一連の革新が

認められる。本稿でもこの特徴を重視するので，以下に列挙しておこう 。

１．母音間では有気閉鎖音p［p］/t［t ］/k［k ］/［c］（硬音発音）ではな

く，無気閉鎖音p［b］/t［d］/k［ ］/［J-］が現れる（軟音発音）。

api［a:bI］「猿」（↔［a:p I］） loka［l :a］「閉じる」（↔［l :k a］）

２．p/t/kの直前の l［l］/m［m］/n［n］/ð［ð］は無声化 l［l］/m［m］/n［n］/

ð［ ］し，p/t/kは無気閉鎖音になる。

stulka［sdul a］「女の子」（↔［sdulk a］）

３．語頭のhv-は［xv］ではなく，［k v］と発音する。

hvalur［k va:lYr］「鯨」（↔［xva:lYr］）

４．-gi［jI］の直前の長母音a［a:］/e［ :］/o［ :］/o［œ:］/u［Y:］/i,y［I:］

は a［ai:］/e［ei:］/o［ i:］/o［œy:］/u［Yi:］あるいは i,y［i:］になる。

bogi［b i:jI］（または［b j:I］）「弓」（↔［b :jI］）

５．ng［ ］/［ J-］，nk［ ］/［ J-］の直前の母音a［a］/e［ ］/o［œ］/u

［Y］/i，y［I］は a［au］/e［ei］/o［œy］あるいはu［u］/i，y［i］にな

る。

drengur［drei Yr］「男の子」（↔［dr Yr］）

６．rn/rlは中間に［d］を挿入して rn［rdn］/［rdn］，rl［rdl］/［rdl］と

なる。

Árni［aurdnI］「アウルトニ」（男名）（↔［aurnI,audnI］）

Sturla［sdYrdla］「ストゥルトラ」（男名）（↔［sdYrla,sdYdla］）

７．前舌長母音では半狭音と半広音（［I:］≠［Y:］，［ :］≠［œ:］）を区別す

る（「弛緩発音」を排除）。

bið［bI:ð］「待機」≠beð［b :ð］「苗床」（bið～beð［bI:ð］～［b :ð］）

stuð［sdY:ð］「衝撃」≠stoð［sdœ:ð］「駅，局」（stuð～stoð［sdY:ð］～

Guðrun K.（2005：1743f.）にも簡明な要約がある。
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［sdœ:ð］）

８．ð［ð］の直前の摩擦音 f［v］/g は閉鎖音 f［b］/g［ ］にならない。

hafði［havðI］「持っていた」（hafa［ha:va］の過去形）（↔［habðI］）

sagði［s  I］「言った」（segja［sei:ja］の過去形）（↔［sa ðI］）

９．ngl［ l］/［ l］の［ ］は脱落して［ l］/［ l］となる 。

England［ei land］「イギリス」

4.2. アイスランド語の音韻概観

以上の前提に立った上で，アイスランド語の音韻を概観しておこう 。母音

と子音の長短は6.1.で述べるように弁別的ではないが ，音声学的な長短と

およその目安としてのつづりを添えておく 。あいまい母音［ ］（schwa）は

存在しない。文字にはこのほかにeと xがある。zの文字はds/ts/ðsの代わ

りに1929年の正書法改正で導入されたが，1973/74年の改正で sを当てるこ

とで廃止され（例．ıslenska「アイスランド語」←ıslenzka←ıslendska），

Zoega「ソエガ」，Haralz「ハーラルス」のような少数の人名の姓などに限

られる。なお，「語頭(音）」（ド Anlaut），「語末(音）」（ド Auslaut），「語中

(音）」（ド Inlaut），「母音間」は単一語，それに複合語と一部の派生語の構成

-ngt［ d］も［ d］とは発音しない。-ngn［ n］/-ngs［ s］でも［ ］が脱落する傾向

がある。Indriði G./Hoskuldur .（2000：215）参照。

アクセント記号は省略。文中で強調アクセントを持つ語の語頭母音の前には，声門閉鎖

音［ ］が現れる。Kristjan Á.（2005：1562）は［ ］を音素とみなしている。近年で

は，Ragnar［ra nar］→［ra nar］「ラグナル」（男名）のようにnの前の口腔閉鎖音の

代わりに［ ］が現れることがある。Svavar S.（2005：1833），Hoskuldur ./Kristjan
 

Á.（1992：100-102）参照。

Petur H.（1993：26f.），Stefan E.（1949：11）は ug(i)［Yi］，og(i)［ i］も二重母音

に加えているが，これは「｛u/o｝＋-gi」の連続で現れる異音であり，二重母音とは認めら

れない。

m/nはmm/nnと重ねずに長子音［m:］/［n:］を表すことがある（例．fram［fram:］「前

へ」，en［ n:］「しかし」）。長子音字mm/nnも長子音を表すとは限らない。4.3.参照。

トレマ（分音符）をつけたeの文字も，現在の正書法ではこれ以外に用いない。
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要素での区別を指す 。

①母音

前舌（硬口蓋） 後舌（軟口蓋）

非円唇 円唇 非円唇 円唇

狭 ı/y［i(:)］ u［u(:)］

半狭 i/y［I(:)］ u［Y(:)］

（半)広 e［ (:)］ o［œ(:)］ a［a(:)］ o［ (:)］

二重母音 ei/ey［ei(:)］ au［œy(:)］ æ［ai(:)］ a［au(:)］ o［ou(:)］

②子音

両唇 唇歯 歯･歯茎 硬口蓋 軟口蓋 声門

閉鎖音 有気 p［p］ t［t］ k［c］ k［k ］

無気 b(b)［b(:)］ d(d)［d(:)］ g(g)［J-(:)］ g(g)［ (:)］

p［b］ t［d］ k［J-］ k［ ］

摩擦音 有声 v/f［v］ ð［ð］ j/g［j］ g

無声 f(f)［f(:)］ /ð［ ］s(s)［s(:)］ h(j)［ç］ g/k［x］ h［h］

鼻音 有声 m(m)［m(:)］ n(n)［n(:)］ n［ ］ n［ ］

無声 m［m］ (h)n［n］ n［ ］ n［ ］

側音 有声 l(l)［l(:)］

無声 (h)l［l］

ふるえ音 有声 r(r)［r(:)］

無声 (h)r［r］

4.3. アイスランド語正書法の特徴

アイスランド語の正書法は語形変化と語形成の整合性を優先しており，文

［:］は長音，［。］は無声化，［b］/［d］/［J-］/［ ］は無気閉鎖音，［p］/［t ］/［c］/［k ］は有

気閉鎖音（IPA表記［b ］/［d ］/［J-］/［ ］）を示す。Indriði G./Hoskuldur .（2000：

32）参照。
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字と発音の乖離はかなり大きい。長短の相違や種々の変化に左右されず，つ

ねに同一の音を表す文字はx［xs］しかない 。たとえば，allur［adlYr］「す

べての」とその変化形oll［œdl］，alls［als］，allt［ald］の llは［dl］，［dl］，

［l］，［l］という４種類の音に分かれ，segja［sei:ja］「言う」― sagði［s  I］

（過去形)― sagt［saxd］（過去分詞）の語中および語末の gは［i］， ，

［x］という３種類の音を表す。母音間（gi-を除く）の gは一般に有声軟口蓋

摩擦音 だが，Águst［au:Ysd］「アウグスト」（男名，agust「８月」）で

は例外的に閉鎖音［ ］が現れる。hesturinn［h sdYrIn］「その馬」とbokin

［bou:J-In］「その本」の定冠詞-inn（男性単数主格）/-in（女性単数主格）は文

法性（kyn,gender）の明示手段であり，kennsla［c nsla］「授業」， ensla

［ nsla］「拡張」，reynsla［reinsla］「経験」のnn/n［n］の表記は，対応す

る動詞kenna［c n:a］「教える」， enja［ nja］「広げる」，reyna［rei:na］

「試みる」と関連づけた書き分けにすぎない。gakktu［ axdY］（ganga

［ au a］「行く」の命令形），bittu［bIhdY］（binda［bInda］「結ぶ」の命令

形）のように，語形変化の整合性よりも発音に律儀な表記はむしろ稀である。

５．子音連続での変化とカナ表記

アイスランド語は原則としてすべての語で第１音節に強さアクセント

（stress accent）があり，あいまい母音［ ］を欠き，語尾がかなり保たれて

いることから，アクセントパターンと語形変化の面で例外的に古風な言語と

されている。しかし，語中の変化は激しく，enskur「イギリスの」を大陸北

近年では，x/ksは［ s］と発音することがある。Svavar S.（2005：1833），Indriði G./

Hoskuldur .（2000：100-102）参照。Magnus P.（1988：11）は ［ ］を挙げている

が，接語化（cliticization）した ið［ I:ð］「君たち」は egilp ið［ ei:jIðIð］「だまれ」

（命令形）となる。 egiðu［ ei:jIðY］「だまれ」（← u［ u:］「君」）参照。比較的安定し

ているv［v］も a/o/uの直後では，g［ ］と同様に脱落することがある。例．sjavar

［sjau:(v)ar］（sjor「海」の単数属格），lagur［lau:Yr, (lau: Yr)］「低い」；Magnus P.

（1992：35），Stefan E.（1949：22，27，391）参照。一般にアイスランド語の有声摩擦

音は調音が弱く，脱落しやすい。Kristjan Á.（2005：1562）参照。

紀要大文
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ゲルマン諸語のengelskやフェーロー語のe(i)n(gil)skurと比べれば，革新的

な面も散見される。ただし，語末子音は保たれるので，語形変化に影響が出

にくいのである。

この事実と6.1.で述べる音節構造の特徴を反映して，子音連続では種々の

変化が認められる。これは正書法に反映されるとは限らない。たとえば，「r＋

｛l/n｝」では中間に［d］が挿入されるが，使用頻度の高い語では［r］が脱落

し（［rdl］/［rdl］→［dl］/［dl］，［rdn］/［rdn］→［dn］/［dn］），他の子音が

後続すると，他の部分も脱落することがある。たとえば，男名のBjornは［b

jœ(r)dn］「ビェ(ル)トン」（bjornは「熊」）だが，父称はBjornsson［bjœs:

n］「ビェッソン」である 。「愛称」（gælunafn, pet name）もBjornsi［b

jœs:I］「ビェッシ」であり，Bjossiというつづりもある 。別の例として，「｛p/

k｝＋無声子音」ではp/kが摩擦音になるので ，ksは［xs］であり，Haukur

［hœy Yr］「ヘイクル」（男名，haukurは「鷹」）の息子はHauksson［hœyxs n］

「ヘイフソン」となる。しかし，lksでは摩擦音化が起こりにくく ，Gottskalk

［ hds aul ］「ゴホトスカウルク」（男名）の息子で1540年に初めて新約聖

書のアイスランド語訳を刊行したOddur Gottskalkssonは，注２に示したよ

うに，［ d:Yr hds aul s n］「オッドゥル・ゴホトスカウルクソン」である。

一方，「f＋｛n/l｝」では fが同化によって閉鎖音［b］になるので，hrafn［rabn］

「カラス」の複数属格を含む地名Hrafnagilは［rabnaJ-I:l］「フラプナギール」

（hr-［r］は「フ＋ラ行子音」で表す）である。ただし，単数属格hrafns［rafs］

では fnsの nが脱落して［fs］となるので，Hrafnsstaðirという地名は長子音

ss［s:］が6.1.で述べる「音節均衡」の原則によって短子音［s］に縮約され

て，［rafsdaðIr］「フラフスタージル」となる 。さらに，母音で始まる成分が

Stefan E.（1949：29，313），Sigfus B.（1920-24：82）参照。

Stefan E.（1949：29，313），Sigfus B.（1920-24：82），Guðrun K./Sigurður J.（1991：

49）参照。

「t＋無声子音」の例は稀なので割愛する。無声子音とは具体的には s/t/kを指す。

Indriði G./Hoskuldur .（2000：210）参照。

複合語と一部の派生語の後続要素で，発音表記の短母音［…sdaðIr］にたいしてカナ表記

の長母音「…スタージル」が生じることについては，6.8.3.で述べる。
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後続すると，音節末尾音の sが後続音節の初頭音に組み込まれて，Hrafnseyri

［rafseirI］「フラフセイリ」（地名）となる。しかし，これは筆者の観察では有

アクセント音節に限られるので，北部の中心都市Akureyriの無アクセント

音節-kur-には適用されず，［a:Yr-ei:rI］「アークルエイリ」である 。

子音連続での変化は複雑で，語彙によって異なり，話し方も影響するので，

単純な規則化は困難である。たとえば，rnsについては，vatn［vahdn］「水，

湖」，barn［ba(r)dn］「子供」の単数属格はbarns［bas:］，vatns［vas:］が

一般的だが，bernska「幼年時代」には［b rns a,b rs a,b s a］の３種類

がある 。fnsについても，hrafns-を第１成分とする複合語では［rafs］が一

般的とされるが，単一語では［rabns,rabs,rafs］の３種類が散見される 。

rnについては，Bjornは［bjœrdn］「ビェルトン」よりも［bjœdn］「ビェ

トン」，Karlは［k ardl］「カルトル」よりも［k adl］「カトル」が一般的と

もいわれるが，揺れがある。一方，Örnは［r］が脱落しない［œrdn］「エル

トン」（男名，ornは「鷲」），その父称はArnarson［ardnars n］「アルトナ

ルソン」が一般的であり ，Karlの属格Karlsには［k ardls］「カルトルス」，

［k als］「カルス」，［k arls］「カルルス」の３種類がある 。その他の語の判

断はきわめて微妙である。本稿では上述のHoskuldur ./Kristjan Á.

（1992：102-113）の報告に従って，原則として［d］が挿入され，［r］が脱落

しない表記を行う 。

さらに，「｛p/k｝＋無声子音」ではp/kの摩擦音化が起こるが，語形変化に

Akureyri［a:k Yr-ei:rI］（Stefan E.1949 :302）および6.8.2.参照。

Indriði G./Hoskuldur .（2000：97），Kress（1982：41）参照。

Indriði G./Hoskuldur .（2000：118），Stefan E.（1949：368），Kress（1982：41），

Sigfus B.（1920-24：350）参照。

Stefan E.（1949：501），Sigfus B.（1920-24：1004）では［r］を含み， /

（1962：923）は［(r)］としている。

Indriði G./Hoskuldur .（2000：97，125），Stefan E.（1949：381），Sigfus B.（1920-24：

420）参照。

Bjorn G.（1964：69-80）もすでに東部以外でこの傾向を指摘している。
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比べて複合語では揺れがある 。たとえば，kaup［k œyb］「購入」の単数属

格はほぼ規則的にkaups［k œyfs］となる。一方，複合語では，歴史的に商

業権を得た小都市kaupstaður［k œyfsdaðYr］「ケイフスターズル」や

Neskaupstaður［n sk œyfsda:ðYr］「ネスケイフスターズル」などの地名，

伝統的なkaupfelag［k œyf:j l 「商業組合」のように語彙的に固定した例

では起こりやすいが ，kaupskoli［k œy:bs oulI］「有料学校」のような使用

頻度の低い語やkaupferð［k œy:bf rð］「商用旅行」，kaupkona［k œy:bk

na］「女性商人」のようなふつうの語では起こりにくい。さらに，kaupmaður

［k œyhbmaðYr］「商人」，Kaupmannahofn［k œyhbmanahœbn］「コペン

ハーゲン」のように語彙的に定着した複合語では，m［m］の直前のpが前気

音を帯びて［hb］となる。kaupstaður，kaupfelag，kaupmaður，Kaupmanna-

hofnの二重母音au［œy］は短いが，kaupskoli,kaupferð,kaupkonaの au

［œy:］は長い。

この種の変化をカナ表記に正確に反映させることは，標準発音を欠く現状

ではきわめて困難であり，本稿の内容には洗練の余地がある。本稿の記述範

囲は形態論と語形成のレベルにとどめ，単語間と文中あるいは発話での変化

は考慮外とする 。

語形変化で摩擦音化が起こらないことがある例としては，Magnus P.（1992：30，45），

Indriði G./Hoskuldur .（2000：80f.）に skip［sJ-I:b］「船」の単数属格 skips［sJ-Ifs］/

［sJ-I:bs］の記載がある。ただし，Stefan E.（1949：444），Sigfus B.（1920-24：728），

/ （1962：623f.，959）は摩擦音化した［fs］だけを記している。

/ （1962：933），Magnus P.（1992：45），Sigfus B.（1920-24：422f.）

参照。Stefan E.（1949：６，382）， / （1962：353）は-ps-［fs］/［bs］，-pf-

［f:］/［bf］の２種類を記載。その他のkaup-の複合語の発音表記も左記の辞書・語彙集に

よる。

子音変化の詳細や単語間と文中の変化についてはPetur H.（1993），Ari Pall K.（1988：

28ff.），Jon F.（1984：42-50），Kress（1982：39-42），Stefan E.（1949：25-29）参

照。

― ―15

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴



６．「音量転換」および「音節均衡」の原則と長短のカナ表記

6.1.「音量転換」および「音節均衡」の原則と音節構造

もうひとつの問題は母音の長短である。アイスランド語は１つの短音を長

さの最小単位，すなわち「モーラ」（mora）として，韻律的な長さによって語

形変化や語形成が制限を受ける「モーラ言語」（mora language）である。１

つの短母音・短子音は１モーラ，１つの長母音・長子音は２モーラに相当す

る 。fs［fs］のような２つの異なる短子音は２モーラに相当し，「長い」とみ

なされる。古くは，母音の長短の区別には弁別的な機能があった。しかし，

中期アイスランド語の時代に起こった「音量転換」（hljoðdvalarbreyting）の

結果，母音の長短，つまり「音量」（quantity）は弁別的機能を失い，「音質」

（quality）の対立に移行した。これはアイスランド語音韻史で最大の変化とさ

れている 。古くは，鋭アクセント記号（「 」，broddur）つきの母音字a/e/

ı/y/o/uは長母音を表し，二重母音au/æ/ei/eyとともに２モーラに相当し，

a/e/i/y/o/u/o（＜［ ］）は短母音で１モーラに相当していた。しかし，現代

語ではこれは質的相違に移行し，長短とは無関係で，たとえばaは［a］/［a:］，

aは［au］/［au:］の両方を表す。前者を「張り母音」（breiðserhljoð, tense
 

vowels）または「重母音」（ド schwere Vokale），後者を「ゆるみ母音」（gronn
 

serhljoð, lax vowels）または「軽母音」（ド leichte Vokale）と呼ぶことが

あるが，両者の相違は「｛a/e/ı/y/o/u/au/æ/ei/ey｝＋nn［dn］/［dn］」対「｛a/

e/i/y/o/u/o｝＋nn［n］/［n］」と語形変化の一部に反映されるにとどまる 。

古語では，母音と後続子音が短い各１モーラの音節［-VC］や長い各２モー

デンマーク語を除く現代北ゲルマン諸語はモーラ言語であり，後述する「音節均衡」の

原則を示す。

歴史的発達の詳細はKristjan Á.（1980）参照。

Stefan E.（1949：11），Kress（1982：19，52ff.）参照。古ゲルマン諸語共通の「重語

幹」（ド schwere Stamme，「長語幹」：「軽母音＋子音１つ」，「重母音＋子音ゼロ」）と

「軽語幹」（ド leichte Stamme，「短語幹」：上記以外）の語幹形成要素v/jの有無を指す。
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ラの音節［-V:C:］,［-V:CC］が許されていた。しかし，現代のアイスランド

語では母音すべてと子音の一部で長短は弁別的ではなく，相補分布的に決定

される。有アクセント音節の「韻」（rhyme）を形成する「（音節）核」（nucleus）

の母音と「（音節）末尾音」（coda）の子音は，どちらかが韻律的に長くなけ

ればならない。母音が長いときには後続子音は短いかゼロであり［-V:(C)］，

後続子音が長いあるいは２つ続くときには母音は短い［-VC:］,［-VCC］。音

節構造にかんするこの制約を「音節均衡」（syllable balance）の原則という 。

現代アイスランド語の母音の数は８つの単母音（monophthong）と半母音

的な狭母音［u］/［i］（＞［y］）を後半部とする３つの「くだり二重母音」（falling
 

diphthong）の合計11であり，その長短はほとんど音質の相違を伴わない 。

無アクセント音節ではこの原則は適用されず，長母音も長子音も現れない。

これは基底の母音を短母音とみなし，有アクセント音節では長母音化が起こ

るとして，6.2.で述べる例外（「｛p/t/k/s｝＋｛v/j/r｝」が後続する場合）を含

めて，次のようにまとめることがある（「＄」は音節境界を示す) 。

V［＋stress］→［＋long］/ ｛(C)/｛p/t/k/s＋v/j/r｝｝＋｛V/＄｝｝

しかし，より適切な音節構造の理解は，母音で終わる「開音節」（open sylla-

ble,［-V:］）と子音で終わる「閉音節」（closed syllable,［-VC］）を区別する

ことで得られる 。開音節では母音に後続する子音は後続音節の「（音節）初

頭音」（onset）に算入され，長母音化が起こって「長音節核」（long nucleus）

古語ではラテン語と同様に，有アクセントの２つの短い開音節が韻律的に１つの長音節

に相当する「２音節アクセント母体」（disyllabic accent matrix）が許されていたが，

現代アイスランド語では１音節だけがアクセント母体になる。Kristjan Á.（1998：23f.）

参照。

Kristjan Á.（1998）は通説とは異なって，母音の長短の対立が弁別的にはたらく可能性

と短子音の有標性を示唆している。興味深い考察だが，本稿ではこれ以上，追及しない。

Petur H.（1993：27）参照（一部変更）。

以下の説明はKristjan Á.（2005），（1998），（1980），Kiparsky（1984）による。用例は

筆者。

― ―17

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴



が形成される。閉音節ではそれが起こらずに「短音節核」（short nucleus）が

形成され，後続子音がその「補部」（complement）となる。つまり，長母音

化は「音節化」（syllabification）の結果と捉えられる。長母音に続く語末子

音は長音節核に付随する「韻律外」（extrametrical）の要素であり，後続音節

の潜在的な初頭音を形成するとみなす。

１．開音節：［vI:］，長音節核：［I:］

vin［vI:n］（［vI:$n］）「オアシス」（［n］：韻律外子音）

vinur［vI:nYr］（［vI:$nYr］）「友人」（［n］：後続音節初頭音）

２．閉音節：［vIn］，短音節核：［In］

vinn［vIn:］（［vIn$n］）「（私は）働く」（後の［n］：韻律外子音）

vinnur［vIn:Yr］（［vIn$nYr］）「（彼は）働く」（後の［n］：後続音節初

頭音）

vind［vInd］（［vIn$d］）「風（対格）」（［d］：韻律外子音）

vindur［vIndYr］（［vIn$dYr］）「風（主格）」（［d］：後続音節初頭音）

音節間に複数の子音があると，最初の子音が先行音節の末尾音となり，閉

音節が形成される（ただし，6.2.で述べる「｛p/t/k/s｝＋｛v/j/r｝」を除く）。

vinnsla［vInsla］（（［vIn$sla］）「加工」

vinstri［vInsdrI］（［vIn$sdrI］）「左の」

先行音節の末尾音に属さず，後続音節の初頭音を形成しない子音は音節構

造として余剰的であり，脱落することがある。5.と6.4.から6.6.の例に見ら

れる子音連続での変化の多くは，このために起こると考えられる。

語彙アクセントとは別に，文中または発話で強調アクセントがかかると，

閉音節では短母音に後続する子音に長音化が起きる。これがいわゆる「半長

子音」（［.］）であり，kaldur［k al.dYr］「寒い」，offra［ f.ra］「捧げる」

（［k aldYr］,［ fra］の強調発音）の［l.］，［f.］がその例である。kalt［k ald］
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「寒い」（中性単数主格）の強調発音［k al.d］が示すように，韻律外子音［d］

は半長にならない。本稿では「半長」はアクセントに付随する自然な現象と

みなして認めない（注42参照）。

6.2.「音節均衡」の原則による長短の区別と例外の規則

有アクセント音節の母音および子音の長短は，カナ表記でも区別する。単

一語の第１音節以外は無アクセント音節であり，長母音化は起こらず，長子

音も現れない。カナ表記では短音で表す。

開音節：長母音↔閉音節：短母音

Anika［a:nI a］（［a:$nI$ a］）「アーニカ」（女名）

↔Anna［an:a］（［an$na］）「アンナ」（女名）

Andri［andrI］（［an$drI］）「アンドリ」（男名）

次は複合語の例である。後半部の-hlıð（「斜面」の意味）/-nes（「岬」の意

味）は副アクセントを持ち，無アクセントの第２音節をはさんで第３音節に

ある。複合語と一部の派生語での長短の区別とカナ表記については，6.8.で

述べる。

Fagurhlıð［fa  rli:ð］（［fa: r…］）「ファーグルフリーズ」（地名）

↔Fagranes［f  an :s］（［f  ra…］）「ファグラネース」（地名）

ただし，単一語で「｛p/t/k/s｝＋｛v/j/r｝」が後続する場合には，母音は長

いままである。p/t/k, sは呼気の阻害が著しい典型的な子音だが，本来的な

摩擦音ないし接近音（approximant）であるv/j,rは逆の性質を持つ 。これ

注17で述べたように，アイスランド語の有声摩擦音は調音の度合いが弱く，接近音に近

い。Kristjan Á. (2005：1562）参照。v［v］以外の有声摩擦音であるð［ð］/g［ ］は

語頭に現れず， ［ ］/g［x］の有声の異音と捉えられ，本来的な有声摩擦音とはみなし

がたい。

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題
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は「子音強度の階層」（consonant strength hierarchy）と関係がある。一般

に子音は「わたり音＜流音＜鼻音＜有声継続音＜無声継続音・有声閉鎖音＜

無声閉鎖音」の順で強度が高まる。強度が高い子音ほど音節の最初の初頭音

にも最後の末尾音にもなりやすく，強度が低い子音ほどなりにくい 。p/t/k,

sは最も強度が高く，v/j,rは最も低い。p/t/k/sが先行音節の最後の末尾音

でv/j/rが後続音節の最初の初頭音の組み合わせは，後半が有標である。それ

よりも，p/t/k/sが v/j/rをまたいで最初の初頭音を形成するほうがともに

無標な組み合わせになるので，優先順位が高い。アイスランド語は後者を選

択する言語と考えられ，「｛p/t/k/s｝＋｛v/j/r｝」は後続音節の初頭音を形成す

る。これは「最適性理論」（optimal theory）の観点からも妥当であり，自然

な音節構造にかなっている。こうして，先行音節は開音節になり，長母音化

が起こる。

開音節：V:$(＋｛p/t/k/s｝＋｛v/j/r｝)

Katrın［k a:drin］（［k a:$drin］）「カートリン」（女名）

Patreksfjorður［p a:dr xsfjœrðYr］（［p a:$dr xs…］）「パートレヘス

フィエルズル」（地名）

Akranes［a:ran :s］（［a:$ ra…］）「アークラネース」（地名）

Esja［ :sja］（［ :$sja］）「エーシア」（地名）

Esra［ :sra］（［ :$sra］）「エースラ」（男名）

6.3. 長子音および二重母音の長短とカナ表記

長子音は促音「ッ」と撥音「ン」を用いてSverrir［sv r:Ir］「スヴェッリル」

（男名），Anna［an:a］「アンナ」（女名）のように表す。ただし，語末音では

外来語のカナ表記として一般的なbb［b:］「ッブ」，dd［d:］「ッド」，gg［ :］

Kristjan Á.（1980：38-43），（1998：16f.）参照。ただし，そこでは「強度が高い子音は

音節核から遠ざかり，音節初頭音になりやすい」と主張されている。本稿では「強度が

高い子音ほど音節の最初の初頭音にも最後の末尾音にもなりやすい」として，以下の論

を進める。
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「ッグ」を除いて，韻律外子音はカナ表記せず，nn［n:］「ン」，mm［m:］「ム」，

ll［l:］「ル」，rr［r:］「ル」，ff［f:］「フ」，ss［s:］「ス」とする。「ンヌ」，「ン

ム」，「ッル」，「ッフ」，「ッス」は音節が増える印象を与え，好ましくない 。

次の地名の例を参照。

Fonn［fœn:］（［fœn$n］）「フェン」↔Fannalag［fan:alau （［fan$na

…］）「ファンナラウグ」

Foss［f s:］（［f s$s］）「フォス」↔Fossar［f s:ar］（［f s$sar］）「フォッ

サル」

Nes［n :s］（［n :$s］）「ネース」↔Ness［n s:］（［n s$s］）「ネス」（属格）

無アクセント音節では長子音は現れない。したがって，短音の表記をする。

Hannes［han:s］（［han$n s］）「ハンネス」（男名）

↔ Johannes［jou:han s］（［jou:$ha$n s］）「ヨウハネス」（男名）（「ヨウ

ハンネス」とはしない)

二重母音（diphthong）は１つの単母音（monophthong）と同様に「音節均

衡」の原則で２モーラにも１モーラにもなり，やはり音声学的に長短の区別

がある。しかし，カナ表記では２モーラの「長い二重母音」に長音符「ー」

同じく「音節均衡」の原則があるノルウェー語でも，Voss［v s:］「ヴォス」（地名），Fram

［fram:］「フラム号」のように表記し，「ヴォッス」，「フランム号」とはしていない。ち

なみに，「音節均衡」の原則が存在しないドイツ語について，独和辞典などでたとえば

kommen［ k m n］「来る」のカナ発音を［コンメン］としているのは，首肯しかねる。

Stefan E.（1949：358，380）のように，Hannes［han: s］，Johannes［jou:han s］

として長音符（:）と半長音符（ ）を使い分けている例もある。Sigfus B.（1920-24/1963）

も同様。しかし，本稿では半長母音と半長子音をアクセントに付随する自然な現象

（‘Akzentlange’,Magnus P.（1992：50））とみなして考慮せず，短音として表記する。

/ （1962）も同様。Kress（1982：28）参照。
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をつけて，たとえば［au:］「アウー」とし，１モーラの「短い二重母音」を［au］

「アウ」として区別するのは不自然である。したがって，ともに同一の表記を

せざるを得ない。

長い二重母音［VV:］↔短い二重母音［VV］

Á［au:］（［au:$］）「アウ」（地名） Ás［au:s］（［au:$s］）「アウス」

（地名） Ása［au:sa］（［au:$sa］）「アウサ」（地名）

↔ Ásta［ausda］（［aus$da］）「アウスタ」（女名）

Ástrıður［ausdriðYr］（［aus$d…］）「アウストリーズル」（女名）

Æsa［ai:sa］（［ai:$sa］）「アイサ」（女名）

↔Æska［ais a］（［ais$ a］）「アイスカ」（女名）

Eyjafjoll［ei:jafjœdl］（［ei:$ja…］）「エイヤフィエトル」（地名）

↔Eystrafjall［eisdrafjadl］（［eis$dra…］）「エイストラフィヤトル」（地

名）

Ausufjall［œy:sYfjadl］（［œy:$sY…］）「エイスフィヤトル」（地名）

↔Austurfjall［œysdYrfjadl］（［œys$dYr…］）「エイストルフィヤトル」

（地名）

6.4. 男名に用いる父称「属格-s＋-son」

子音の長短と子音変化の例として，男名に用いる「属格-s＋-son」の「父称」

（foðurnafn,patronymic）を取り上げよう。-s-son［s:n］は無アクセント音

節なので長子音［s:］は現れず，［s n］に短縮されるので，「…ソン」と表記

する 。

Jon［jou:n］「ヨウン」→ Jonsson［jouns n］「ヨウンソン」

｛-ts/-ds｝-son［ds-s n］→［ds n］は便宜的に「ツソン」と表記する。ただし，実際の発

音により近い「ツォン」という表記も考えられる。例．Benediktsson［b :n dIxds n］

「ベーネディフツソン」（または「ベーネディフツォン」）（人名，姓））
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ただし，-sで終わる「名」（fornafn）は-s-s-son［s-s:n］→-sson［s n］と

短縮されるが，「…ソン」と表記すると，「名」の語幹の「…ス」を欠くこと

になる。

Jonas［jou:nas］「ヨウナス」→ Jonasson［jou:nas n］「ヨウナソン」（「ヨ

ウナスソン，ヨウナッソン」とはしない）

Johannes［jou:han s］「ヨウハネス」→ Johannesson［jou:han s n］「ヨ

ウハネソン」（「ヨウハネスソン，ヨウハネッソン」とはしない）

「名」の部分の語幹が変更を被る例は，ほかにも少なくない 。たとえば，

ðの音は r/n/gと sの間では脱落することが多い。

Sigurður［sI  rðYr］「シーグルズル」→Sigurðsson［sI  rs n］「シー

グルソン」（←［sI: r$ðs$$s n］）

また，dの音は l/nと g/n/l/k/sの間では脱落することが多い 。

Guðmundur［ vYðmYndYr］「グヴズムンドゥル」→Guðmundsson

［ vYðmYns n］「グヴズムンソン」（←［ vYð$mYn$ds$$s n］）

さらに，rn［rdn］の音は他の子音が後続すると脱落することがある。

Bjorn［bjœrdn］「ビェルトン」→Bjornsson［bjœs:n］「ビェッソン」

（←［bjœs$s n］←［bjœr$s n］←［bjœr$dns$$s n］）

以下の脱落と用例はStefan E.（1949：13，21，29）参照。

5.の説明参照。ıslenska［i(:)sl ns a］「アイスランド語」（←ıslenzka←ıslendska←

Island［i(:)sland］「アイスランド」）のように正書法に反映されている場合もある。

― ―23

アイスランド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴



上記の脱落は6.1.で説明したように，先行音節の末尾音に属さず，後続音

節の初頭音も形成することができない子音［ðs］/［ds］/［rdn］が音節構造とし

て余剰的なためである 。つまり，いずれにせよ「名」の部分の語幹の変更は

避けられない。したがって，実際の発音に従ったカナ表記が望ましい。

6.5. カナ表記と和名表記

父称「属格-s＋-son」は-son［s n］が sonur［s :nYr］「息子」と語形的に

異なり，副アクセントを欠くことから，複合語よりも派生語の性格が強い。

一方，明確な複合による固有名詞では，語構成を尊重するカナ表記を行うべ

きケースもある。たとえば，Árnessysla［aurdn sisla］（地名）は Árness-

（Árnes［aurdn s］「アウルトネス」の属格）＋sysla「シスラ」（「県」にあた

る地域名）の複合語であることが明らかなので，「アウルトネスシスラ」と表

記し，「アウルトネシスラ」はあえて避けることにする 。Snæfellsnessysla

［snai:f lsn sisla］「スナイフェルスネスシスラ」（Snæfellsness-（Snæfellsnes

［snai:f lsn :s］「スナイフェルスネース」の属格）＋sysla）も同様である 。

一方，Hunavatnssysla［hu:navas:isla］「フーナ ヴァス シ ス ラ」，

Snæfellsjokull［snai:f lsjœ:Ydl］「スナイフェルスイェークトル」では，主

格のHunavatn［hu:navahdn］「フーナヴァハトン」，Snæfell［snai:f dl］「ス

ナイフェトル」と和名の「シスラ」，「氷河」（jokull）をもとにして，「フーナ

ヴァハトンシスラ」，「スナイフェトル氷河」とする考え方もあるだろう。た

だし，それに従うと，Vatnajokull［vahdnajœ:Ydl］は「ヴェヘトン氷河」

（複数属格Vatna-［vahdna］「ヴァハトナ」←Votn［vœhdn］「ヴェヘトン」，

以上の３つの脱落には語彙によって差があり，類書の記述にも異同がある。たとえば，

Stefan E.（1949：29）は［gvYðmYn(d)s n］と記載している。

Stefan E.（1949：307）の［aur(d)n (s)-sis la］にたいして， / （1962：

925）は［aur(d)n sisla］,Sigfus B.（1920-24：43）は［aur n -sis la］と記載してい

る。

/ （1962：935），Stefan E.（1949：452），Sigfus B.（1920-24：770）

参照。
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vatnの複数主格）となってしまう。この場合には，たんに「ヴァハトナイェー

クトル」とするか，説明が必要なときには「ヴァハトナイェークトル氷河」

のように，「イェークトル」と「氷河」の重複をいとわずに表記する。a［au:］

「川」，ey［ei:］「島」，vatn［vahdn］「湖」などを含む地名も，Langa［lau

au］「ラウンガウ，ラウンガウ川」，Grımsey［ rimsei］「グリムセイ，グリム

セイ島」，Myvatn［mi:vahdn］「ミーヴァハトン，ミーヴァハトン湖」のど

ちらかとする。ただし，南北東西などの対比的な命名の場合には，Austur-

Hunavatnssysla［œysdYr-hu:navas:isla］「東フーナヴァスシスラ」，Vestur-

Hunavatnssysla［v sdYr-hu:navas:isla］「西フーナヴァスシスラ」のように，

その部分を和訳表記することがある 。

6.6. その他の子音・母音連続での変化

子音連続および母音連続での変化を示す地名をいくつか挙げておこう。

Fljotsdalur［fljousdalYr］「フリョウスダールル」（ts［ds］→［s］)

Fljotshlıð［fljouslið］「フリョウスフリズ」

Kristskirkja［k rIs:-k IrJ-a］「クリスキルキャ」（教会名 sts［sds］→［s:］)

Álftanes［auldan :s］「アウルタネース」（lft［lfd］→［ld］)

Álftafjorður［auldafjœrðYr］「アウルタフィエルズル」

/ （1962：926，929，935，936），Stefan E.（1949：452，479），Sigfus
 

B.（1920-24：368，915）参照。 / （1962：929）の［hu:navas:isla］に

たいして，Sigfus B.（1920-24：368）は［hu:navasis
.
la］と記載している。

fljots-［fljou(d)s］は fljot［fljou:d］「川」の単数属格。 / （1962：928），

Stefan E.（1949：337），Sigfus B.（1920-24：205）参照。

Krists-［k rIs:］はKristur［k rIsdYr］「キリスト」の単数属格。Stefan E.（1949：388）

参照。

alfta-［aulda］は alft-［auld］「白鳥」の複数属格。 / （1962：925），

Stefan E.（1949：303）参照。 / （1962：925）は Álftanesを fを欠く

と転写している。
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「前舌母音｛ı/y/ei/ey/æ｝＋母音」の連続では，中間にわたり音の［j］が挿

入される。語形変化では，a/uの前では jをつづり（nyr［ni:r］「新しい」↔

nyjan［ni:jan］/nyjum［ni:jYm］「同左（変化形）」），それ以外ではつづらない

（nyir［ni:jIr］「同左（変化形）」）。しかし，語形変化以外や固有名詞ではa/u

の前でもつづらない 。

Nıels［ni:j ls］「ニーイェルス」（男名）

Brıet［bri:jd］「ブリーイェト」（女名）

Marıa［ma:rija］「マーリヤ」（女名）

Matt(h)ıas［mahdijas］「マハティヤス」

6.7. 外国語起源の人名

デンマーク語などの外国語起源の人名には，発音に注意を要するものがあ

る。

Thorarensen［t ou:rar ns n］「トウラレンセン」（姓)

Thorsteinsson［t rsdeins n］「トルステイソン」（姓)

Thoroddsen［t ou:r ds n］「トウロドセン」（姓)

Theodor［t :oudou:r］「テーオウドウル」（男名)

Theodora［t :oudou:ra］「テーオウドウラ」（女名)

Thor［t ou:r］「トウル」（男名，Torともつづる)

Thomas［t ou:mas］「トウマス」（男名，Tomasともつづる)

Jochum［jh Ym］「ヨホクム」（男名，Jokkumともつづる)

Briem［bri:m］「ブリーム」（人名，姓）

ハルドウル・ラハスネス（Halldor Laxness）の短編『新しいアイスランド』（Nyja Island）

の発表当時の原題は〝Nya Island"である。清水（2009e：192f.）参照。人名以外の例

にはblyantur［bli:jandYr］「鉛筆」，Svıi［svi:jI］「スウェーデン人」などがある。

ただし，語形変化は異なり，Thomasは不変化，Tomasは与格Tomasi，属格Tomasar

となる。Guðrun K./Sigurður J.（1991：536，538）参照。
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6.8. 複合語と派生語での長短とカナ表記

6.8.1. 子音連続の種類と第１要素の母音の長短

アイスランド語では，単一語（simple word,simplex）が複合や派生によっ

て形態的に長くなると，韻律的に語の長さを短く保つ作用が働き，母音が長

くならない傾向がある 。この場合の「派生」または「派生語」とは，-lega，-legur，

-leiki，-samur，-semiのように副アクセントを持ち得る２音節以上の接尾辞

によるものを指す。以下では複合語（compound word）と派生語（derivative
 

word）を合わせて，「合成語」（complex word）と呼ぶことにしよう 。

まず，合成語の第１要素について，単一語では長母音として現れる母音の

長短を見てみよう。第１要素が１音節の場合ではどうだろうか。6.2.で述べ

たように，単一語では「｛p/t/k/s｝＋｛v/j/r｝」に先行する母音は長い。一方，

合成語では第１要素がp/t/k/sで終わると，後続子音の種類に関係なく第１

要素の母音は長い。このように，合成語では単一語と同じ音節化の規則で長

母音化が起こり，単一語の場合よりも制約が弱まるように見える 。しかし，

合成語と単一語では別の規則が働いていると考えられる。p/t/k/sは子音強

この現象は他のゲルマン語でも観察される。英語の south［a ］「南」→ southern［ ］

「南の」，wise［aI］「賢い」→wisdom［I］「知恵」やドイツ語のvier［i:］「４」→vierzehn

［I］「14」/vierzig［I］「40」/Viertel［I］「４分の１」，hoch［o:］「高い」→Hochzeit［ ］

「結婚式」のような散発的な例のほかに，西フリジア語では複合語・派生語で「割れ」

（breaking），すなわちくだり二重母音からのぼり二重母音への交替を伴う短母音化が広

範に見られる。清水（1997）参照。

亀井/河野/千野（1996：1131f.）参照。

Kristjan Á.（2005），（1998），（1980）はこの前提で論じており，p/t/k/sは単一語と合

成語で同じ規則によって初頭音を形成し，単一語では子音強度が弱いv/j/rに後続子音

が限られるが，合成語では後続子音の種類は無関係としている。例．nepja［n :$bja］「厳

寒」（単一語），spaklegur［sba:$ l Yr］「賢明な」（合成語 spak＋legur），utsyni［u:$dsinI］

「眺め」（合成語ut＋syni）（発音記号一部変更）；しかし，この考え方では，後述する

Hnitbjorg［nI:$dbjœr ］「フニートビェルグ」（美術館名，合成語Hnıt＋bjorg），Bret-

land［br :$dland］「ブレートランド」（＝イギリス，合成語Bret＋land）のように，［db-］，

［dl-］というアイスランド語には存在しない初頭音の組み合わせが生まれてしまう。ま

た，lıklega［li:l a, lih l a］「おそらく」（合成語 lık［li: ］＋lega），husbondi

［husboundI］「家長」（合成語hus［hu:s］＋bondi），kaupstaður［k œyfsdaðYr］（合成

ド語の音韻とカナ表記の問題点 ⑴
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度が最も高く，最初の音節初頭音だけでなく，最後の音節末尾音も形成しや

すい。通常の合成語では，p/t/k/sは形態論的な語構成に対応して音韻論的に

も先行要素と後続要素を隔て，先行要素の音節末尾音にとどまっており，後

続要素の初頭音を形成していないと考えられる。つまり，p/t/k/sは長音節核

を持つ開音節の「韻律外子音」のままである。この場合の「第１要素＋後続

要素」は，形態論的にも音韻論的にも２つの要素から成ると考えられる。つ

まり，２つの「音韻論的単一語」（phonological simplex）から成り，音韻論

的な語境界（「$$」で示す）が弱まらず，別々の語として発音される 。

①複合語

Hrısnes［ri:sn s］（［ri:s$$n s］）「フリースネス」（地名）（nes［n :s］「岬」）

Hnitbjorg［nI:dbjœr ］（［nI:d$$bjœr ］）「フニートビェルグ」（美術館

名）（bjorg［bjœr ］「岩」）

Bretland［br :dland］（［br :d$$land］）「ブレートランド」（＝イギリス）

（land［land］「国」)

語kaup［k œyb］＋staður）「ケイフスターズル」，kaupskoli［k œy:bs oulI］（合成語

kaup［k œyb］＋skoli）「有料学校」のような例も説明できない。単一語と合成語では「｛p/

t/k/s｝＋後続子音」の振る舞いは異なる規則に基づくのであり，音節化だけが問題となる

単一語と違って，合成語では語構成に応じた音韻論的な語境界も問題にしなければなら

ない。また，p/t/k/sが子音強度が最も高く，音節核からできるだけ離れようとし，音節

初頭音を形成しやすいとする前提にも問題がある。p/t/k/sは音節初頭音の最初の要素

だけでなく，音節末尾音の最後の要素も形成しやすいという前提に立つ必要がある。

Kreß（1937：14f.）は，閉鎖音p/t/kは単一語ではn/l/v/j/rを除いて，語形変化以外

に音節末尾音の位置で後続子音を伴わず，sにも有気閉鎖音とv/jを除く摩擦音は音節

末尾音の位置で後続しないのであり，つまり，例外的ないし頻度の低い子音連続が現れ

るために，語境界が弱まらないと述べている。例外的ないし頻度の低い子音連続はやは

り現れることがあるので，完全に正しいとはいえないが，全体の趣旨は的を得ている。

［…-n s］←［…-n :s］のような後続要素の母音の長短については，6.8.3.参照。

Stefan E.（1949：317，368，370）参照。Mosfellsheiði［m :sf ls-h I:ðI,m s…］「モー

スフェルスヘイジ，モス…」（［mo:s…,mos…］
.
Sigfus B.（1920-24：XIX，557），［m :s

…］Stefan E.（1949：410），［m s…］ / （1962：932）），Ásgeir［au:sJ-eir,

aus
.…］「アウスギェイル」（男名）（Sigfus B.（1920-24：XIX）など，異同を示す語もある。

― ―28

北大文学研究科紀要



②副詞派生接尾辞-lega［l ］（←［l ］）による派生語（カナ表記略）

sviplega［svI:bl ］（［svI:b$$l ］）「突然」

fljotlega［fljou:dl ］（［fljou:d$$l ］）「即座に」

spaklega［sba:l ］（［sba:$$l ］）「賢明に」

ljoslega［ljou:sl ］（［ljou:s$$l ］）「明らかに」

ただし，語彙的に固定した合成語では，第１要素がp/t/k/sで終わってい

ても，短母音が現れることがある。たとえば，lıklega［li:l ］「おそらく」

は［lih l ］とも発音する 。これはこの語が lık［li:］「同じ」からの派生

と意識されないほど語彙的に固定し，音韻論的にも全体で１つの単一語の扱

いを受けて，語境界が弱まっているためである。kは lと子音連続を形成し，

klで規則的に見られるように前気音を伴ってk［h ］となり，語幹母音は短

い。次例も同様である。

vitlaus［vI:dlœys,vIhdlœys］（［vIhd$lœys］←［vI:d$$lœys］）「気が狂っ

た」（vit［vI:d］「理解，理性」＋接尾辞-laus［lœy:s］「…を欠いた」）

Island［i:sland,island］（［is$land］←［i:s$$land］）「アイスランド」（ıs

［i:s］「氷」＋land［land］「国」)

husbondi［husboundI］（［hus$boundI］←［hu:s$$boundI］）「家長」（hus

［hu:s］「家」＋bondi［boundI］「農夫，夫」）

第１要素がp/t/k/s以外の子音で終わる場合には，形態論的には２つの要

素から成るが，音韻論的には子音強度がそれほど強くないために，語境界が

Sigfus B.（1920-24：497）は［lih …］に相当する発音だけを記している。

/ （1962：930）と Sigfus B.（1920-24：404）は［i:s…,is…］，Stefan
 

E.（1949：378）は［i:s…］だけを記載。［i:sdland］のように，わたり音［d］が挿入さ

れることもある。Ari Pall K.（1988：50，60），Indriði G./Hoskuldur .（2000：77）

参照。
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弱まって子音連続を形成し，１つの音韻論的単一語になると考えられる。そ

の結果，第１要素の末尾音の子音の１つは短音節核の母音の補部となり，短

母音が現れる 。

①複合語

Selfoss［s lf s］（［s l$f s］←［s :l$$f s］）「セルフォス」（地名）（sel

［s :l］「家畜小屋」＋foss［f s:］「滝」）

Hvalfjorður［k valfjœrðYr］（［k val$fjœr…］←［k va:l$$fjœr…］「フ

ヴァルフィエルズル」（地名）（hvalur［k va:lYr］「鯨」＋fjorður［fjœrðYr］

「フィヨルド」）

Danmork［danmœr ］（［dan$mœr ］←［da:n$$mœr ］）「ダンメルク」

（＝デンマーク）（Dani［da:nI］「ダーニ」（＝デンマーク人）＋mork

［mœr ］「辺境，国境」）

②副詞派生接尾辞-lega［l ］（←［l ］）による派生語（カナ表記略）

glaðlega［ laðl ］（［ lað$l ］←［ la:ð$$l ］）「快活に」

rıflega［rivl ］（［riv$l ］←［ri:v$$l ］）「豊富に」

daglega［d ］（［d l ］←［da $l ］）「毎日」

rumlega［ruml ］（［rum$l ］←［ru:m$$l ］）「たっぷり」

kynlega［k Inl ］（［k In$l ］←［k I:n$$l ］）「奇妙に」

serlega［sj rl ］（［sj r$l ］←［sj :r$$l ］）「とくに」

Kristjan Á.（1980：48ff.）参照。Sigfus B.（1920-24）の冒頭の発音解説で初めてモダ

ンなアイスランド語の音韻記述を行い，同辞典の発音表記を担当したヨウン・オウフェ

イフソン（Jon Ófeigsson）は，「有アクセント母音が長かった場合，その語が複合語の

第１要素になると，語末子音は長くなると同時に，一般にその母音はある特定の位置で

短くなる」（“…hvor den trykstærke Vokal har været lang,forkortes den i Reglen i
 

visse Stillinger,naar Ordet bliver forste Led i et sammensat Ord,samtidig med at
 

den udlydende Konsonant forlænges.”,Jon Ó.（1920-24：XIX））と述べ，その位置を

「第１要素の語末音がp/t/k/s以外の場合」と的確に指摘している。ただし，「短母音化」

が起こるとみなすことには問題がある。
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子音についても同様に，単一語の長子音は短子音として現れる。

Finnland［fInland］（［fIn$land］←［fIn:$$land］）「フィンランド」（地

名）（Finni［fIn:I］「フィンニ」（＝フィンランド人）＋land［land］「国」）

Russland［rusland］（［rus$land］←［rus:$$land］）「ルスランド」（＝

ロシア）（Russi［rus:I］「ルッシ」（＝ロシア人））

Framsokn［frams h n］（［fram$s h n］←［fram:$$s h n］）「フラム

ソホクン」（雑誌名，「進歩」の意味）（fram［fram:］「前へ」＋sokn［s h n］

「攻撃」）

5.で挙げたkaup［k œy:b］「購入」を第１要素とする複合語も，これで説

明できる。語彙的に固定した次例では，音韻論的な語境界が弱まり，１つの

音韻論的単一語を形成するので，子音連続での変化が起こり，au［œy］は短

母音である。

kaupstaður［k œyfsdaðYr］（［k œyf$sda…］←［k œy:b$$sda…］「ケ

イフスターズル」（＝伝統的な商業都市）

Neskaupstaður［n sk œyfsda:ðYr］（［…k œyf$sda:…］←［…k œy:b

$$sda:…］）「ネスケイフスターズル」（地名）

kaupfelag［k œyf:j l （［k œyf$fj…］←［k œy:b$$fj…］）「商業

組合」

kaupmaður［k œyhbmaðYr］（［k œyhb$ma…］←［k œy:b$$ma…］）

「商人」

Kaupmannahofn［k œyhbmanahœbn］（［k œyhb$ma…］←［k œy:b

$$ma…］）「コペンハーゲン」

しかし，一般的な語では，音韻論的な語境界は弱まらず，２つの音韻論的

単一語を形成したままで，子音連続での変化は起こらず，au［œy:］は長母音

である。
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kaupskoli［k œy:bs oulI］（［k œy:b$$s ou…］）「有料学校」

kaupferð［k œy:bf rð］（［k œy:b$$f rð］）「商用旅行」

kaupkona［k œy:bk na］（［k œy:b$$k …］）「女性商人」

6.8.2. 音節境界の移動と第１要素の母音の長短

後続要素が母音またはh［h］で始まると，第１要素が子音で終わる１音節

の合成語では，語末音の種類に関係なく，第１要素の母音は長い 。これは第

１要素の語末音が子音の種類とは無関係に後続要素の第１音節の初頭音にな

り，音節境界が移動するためである。h［h］が加わるのは，呼気の流れを阻

害しにくく，無声化した母音に相当し ，脱落しやすいほど弱いためである。

第１要素と後続要素の音韻論的な語境界は弱まり，やはり１つの音韻論的単

一語を形成している。

「｛母音/h｝＄，長母音」↔「h以外の子音＄，短母音」

orey［ ou:rei］（［ ou:$rei］←［ ou:r$$ei］）「ソウレイ」（女名） or

［ ou:r］「ソウル」（男名）＋-ey［ei:］）

orarinn［ ou:rarIn］「ソウラリン」（男名）

orhallur［ ou:r(h)adlYr］「ソウルハトルル」（女名）

ordıs［ ourdis］（［ our$dis］←［ ou:r$$dis］）「ソウルディス」

（女名） or＋-dıs［di:s］）

ヨウンはまた，「複合語の後続要素が母音またはh（＋母音）で始まれば，第１要素の母

音の長さは変わらない。…後続要素が子音（「h＋母音」を除く）で始まれば，第１要素

の母音は短くなる」（“Hvor sidste Sammensætningsled begynder med Vokal eller h
 

med efterf lgende Vokal, er Længden uforandret i forste Led. … Hvor sidste
 

Sammensætningsled begynder med Konsonant (undtagen h med efterf lgende
 

Vokal),forkortes Vokalen i forste Led…”,Jon Ó.(1920-24:XIX)）と的確に述べてい

る。

Kreß（1937：15，168ff.）参照。Sveinbjorn S.（1933）は［h］の代わりに母音の無声

化の記号［。］を一貫して用いている。
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orbergur［ ourb r Yr］「ソウルベルグル」（男名)

②miðaldir［mI:ðaldIYr］（［mI:$ðal…］←［mI:ð$$al…］）「中世」（mið-

［mI:ð］「中…」＋aldir［aldIr］「時代」）

miðaftann［mI:ðafdan］「午後（16～18時）」

↔miðbær［mIðbair］（［mIð$bair］←［mI:ð$$bair］）「都心，繁華街」

（bær［bai:r］「町」）

miðnætti［mIðnaihdI］「真夜中」

③afundinn［a:vYndIn］（［a:$vYn…］←［a:v$$Yn…］）「不機嫌な」（af

［a:v］「…から離れて」＋undinn［YndIn］（過去分詞）＜unna「愛する」）

afhenda［a:v(h) nda］「引き渡す」

↔afkasta［afk asda］（［af$k as…］←［a:v$$k as…］）「成し遂げ

る」（kasta［k asda］「投げる」）

afgreiða［av reiða］「給仕する」

これはa［au:］「川」，ey［ei:］「島」，eyri［ei:rI］「砂州」，endi［ ndI］「端」

などの母音で始まる要素を含む合成語による地名でも同様である 。

Ranga［raun au］「ラウンガウ」（Rang＋a)

Viðey［vI:ðei］「ヴィーゼイ」（við＋ey)

Stefan E.（1949：495），Sigfus B.（1920-24：979）参照。

Stefan E.（1949：407），Sigfus B.（1920-24：542ff.）参照。

Stefan E.（1949：300f.），Kreß（1937：15），Sigfus B.（1920-24：11ff.）参照。

a「川」，ey「島」との複合であることを強調し，語頭母音の前に声門閉鎖音［ ］を置

いて，Hvıta［k vi:d au］「クヴィートアウ」，Viðey［vI:ðei］「ヴィーズエイ」と発音

することもある。しかし，これは注12で述べたように，語彙レベルの問題ではない。一

方，第１要素が１音節の場合に後続要素との音節境界の移動が起こらない例として，接

頭辞all-［adl］「まったく」による派生語がある。例．allolıkur［adl-ou:li:Yr］「まった

く似ていない」；Stefan E.（1949：303）参照。ただし，接頭辞all-は第１音節にもかか

わらず，まったく例外的に無アクセントであるといわれることがある。Stefan E.（1949：

４）参照。
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Hvanneyri［k van:eirI］「クヴァンネイリ」（hvann＋eyri）

この場合には，p/t/k/sのような強度が高い子音も後続音の初頭音になる。

母音間の子音は音節末尾音よりも音節初頭音になる傾向が強いといえる。

Hvıta［k vi:dau］「クヴィータウ」（hvıt＋a)

Flatey［fla:dei］「フラーテイ」（flat＋ey)

orsa［ joursau］「ショウルサウ」（ jors＋a)

ただし，筆者の観察では，音節境界の移動は合成語の第１要素が１音節の

場合に限られる。合成語の第１要素が２音節以上の場合には，第２音節は無

アクセント音節であり，音節境界の移動は起こらない（［-］は発音の切れ目を

示す）。つまり，音節境界の移動は主アクセントの直後の音節だけに起こる 。

「１音節：音節境界移動」↔「２音節以上：音節境界そのまま」

Skafta［s afdau］（［s af$dau］←［s afd$$au:］）「スカフタウ」（Skaft＋

a）

↔ Öxara［œxsar-au:］（［œx$sar$$au:］）「エヘサルアウ」（Öxar＋a）

Skeiðara［sJ-ei:ðar-au:］（［sJ-ei:$ðar$$au:］）「スキェイザルアウ」

（Skeiðar＋a）

Flateyri［fla:deirI］（［fla:$dei…］←［fla:d$$ei…］）「フラーテイリ」

（Flat＋eyri）

↔Akureyri［a:Yr-ei:rI］（［a:$ Yr$$ei:…］）「アークルエイリ」（Akur＋

eyri）

Vatnsendi［vas:ndI］（［vas$s n…］←［vas:$$ n…］）「ヴァッセンディ」

（Vatns＋endi）

↔Hlıðarendi［li:ðar-ndI］（［li:$ðar$$ n…］）「フリーザルエンディ」

ただし，話し方や速度で微妙に異なり，実際の調査では判定は容易ではない。
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（hlıðar＋endi)

第１要素が２音節以上の場合には，音韻論的な語境界は弱まらず，第１要

素と後続要素は２つの音韻論的単一語を形成し，別々の語として発音される。

後続要素の第１音節の母音は Öxara/Skeiðara［…au:］，Akureyri［…ei:ri］

のように，単一語のa［au:］，eyri［ei:ri］と同様に長い。一方，第１要素が

１音節のSkafta［…au］，Flateyri［…eirI］では短い。前者の３例を合成語

として音韻論的に特徴づけているのは，第１要素の第１音節が主アクセント，

後続要素の第１音節が副アクセントを担うことだけである 。

次例はHlıðarenda＋kot「小屋」という２つの音韻論的単一語の複合によ

る。Hlıðarendi［li:ðar-ndI］は２つの音韻論的単一語から成るが，上位の合

成語の構成要素となる場合には，Hlıðarenda-［li:ðar nda…］のように１つ

の音韻論的単一語を形成し，音節境界の移動が起こる。このように，合成は

２つの要素の間で起こり，構成要素の内部では音韻論的な語境界が弱まって，

上位の合成に循環的に適用されると考えられる。

Hlıðar-［li:ðar］＋-endi［ ndI］→Hlıðarendi［li:ðar-ndI］「フリーザル

エンディ」

Hlıðarenda-［li:ðar nda］＋-kot［k :d］→Hlıðarendakot［li:ðar nd

a-k :d］「フリーザレンダコート」（地名)

同様の理由で，第１要素が母音で終わる２音節以上の場合には，第１要素

の第１音節の母音は長い。

Öxara,Skeiðara,Akureyri,Hlıðarendiの発音はStefan E.（1949：501，443，302，

366）参照。

固有名詞以外の例はneðanundir［n :ðan-YndIr］「…の下に」，norðanatt［n ðan-auhd］

「北風」，suðuratt［sY:ðYr-auhd］「南風」など。Stefan E.（1949：413，415，460）参

照。

Stefan E.（1949：366）参照。
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Husavık［hu:savi:］「フーサヴィーク」（地名，vık「入り江」）

↔Luðvık［luðvi ］「ルズヴィク」（男名，vık＜wig「戦闘」）

Dalasysla［da:lasisla］「ダーラシスラ」（地名，sysla「シスラ，県」）

↔Dalvık［dalvi ］「ダルヴィク」（地名）

Breiðidalur［brei:ðIda:lYr］「ブレイジダールル」（地名，dalur「谷」）

↔Breiðdalur［breiðdalYr］「ブレイズダールル」（地名）

なお，第１要素そのものが合成語で，母音で終わっている場合には，後続

要素が母音で始まっていると，第１要素の語末音の母音が脱落する傾向が認

められる。この点はさらに調査を要する。次例では母音が脱落したカナ表記

を示す。

Vestmannaeyjar［v sdman(a)-ei:jar］「ヴェストマンエイヤル」（地名，

［Vest-＋-manna］-＋-eyjar)

Dyrholaey［dI:r(h)oul(a)-ei:］「ディールホウルエイ」（地名，［Dyr-＋

-hola］-＋-ey)

6.8.1.と6.8.2.をまとめると，単一語のレベルの長母音が合成語第１要素

に現れた場合の長短は，次のようになる。

第１要素１音節，｛p/t/k/s｝$$子音：長い

第１要素１音節，｛p/t/k/s｝$$子音（語彙的に固定した語）：短いことが

ある

第１要素１音節，｛p/t/k/s以外｝$$子音：短い

第１要素１音節，$$｛母音/h｝：長い

第１要素２音節以上，$$｛母音/h［h］｝：長い

Stefan E.（1949：484）はVestmanna…の最後のaを［…(a)…］と記載している。

/ （1962：936），Sigfus B.（1920-24：932）では［a］の記載はない。

/ （1962：927），Sigfus B.（1920-24：133）参照。
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第１要素２音節以上，$$｛h［h］以外の子音｝：長い

6.8.3. 後続要素での母音の長短とカナ表記の問題

今度は後続要素の母音の長短を見てみよう。まず，第１要素が２音節以上

の場合には，後続要素が子音で始まっていても，後続要素の第１音節の母音

は長い。次の地名の後続要素の母音は，単一語の場合と同様に長い。

Reykjavık［rei:J-avi:］「レイキャヴィーク」（-vık［vi:］← vık［vi:］

「入り江」）

Bolungarvık［b :lY arvi:］「ボールンガルヴィーク」

Reykjanes［rei:J-an :s］「レイキャネース」（-nes［n :s］← nes［n :s］

「岬」）

Seltjarnarnes［s lt jardnarn :s］「セルティヤルトナルネース」

Barmahlıð［barmali:ð］「バルマフリーズ」（-hlıð［li:ð］←hlıð［li:ð］

「斜面」）

一方，第１要素が１音節の場合には，後続要素の第１音節の母音は短い。

したがって，地名のLaxnesはHalldor Laxness「ハルドウル・ラハスネス」

（人名）の属格Laxness［laxsn s］と発音が等しい。なお，上述のように，

Dalvıkでは第１要素のdal-［dal］（← dalur［da:lYr］「谷」）も短母音である。

Dalvık［dalvi ］「ダルヴィク」（地名）（-vık［vi ］← vık［vi:］）

Laxnes［laxsn s］「ラハスネス」（地名）（-nes［n s］← nes［n :s］）

Fljotshlıð［fljouslið］「フリョウスフリズ」（地名）（-hlıð［lið］←hlıð［li:ð］）

Nordal［n rdal］「ノルダル」（人名，姓）（-dal［dal］← dal［da:l］）

これにはアクセントが関係している。アイスランド語では原則として語の

Stefan E.（1949：３，435）に従えば，Seltjarnarnes［s lt jadnarn :s］「セルティヤト

ナルネース」となる。
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第１音節が主アクセント（ ）を担うが，副アクセント（ ）には２通りのパター

ンがある。ひとつは単一語でのパターンで，強弱の交替によるリズムによっ

て，第３音節，第５音節…のように１音節おきに置かれていく。たとえば，

古代バビロニアのネブカドネザル王（２世）は Nebukadnesarとなる 。も

うひとつは合成語でのパターンで，語形成のレベルを優先して後続要素の第

１音節に置かれる。たとえば，上の例は Hlıðarendi, Hlıða rendakotとな

る 。ところが，第１要素が１音節の合成語では，両者のパターンが一致せず，

十分に副アクセントが置かれない。そのために，後続要素の第１音節は有ア

クセント音節の扱いを受けず，十分な長さを獲得できない。一方，第１要素

が２音節以上の合成語では，後続要素の第１音節は先行する無アクセント音

節あるいは弱アクセント音節との対比から，有アクセント音節の扱いを受け

る。そのために，通常の合成語でのアクセントパターンによって副アクセン

トを担うので，長母音化は妨げられない 。

問題は後続要素が２音節以上の場合である。後続要素の第１音節は長母音

清水（2009：202-214）所収のハルドウル・ラハスネス『リリア』参照。Kristjan Á.（1980：

44）は almanak「年鑑」， almanakanna「同左，複数属格」を例に挙げている。

「 」は「 」よりも弱い音節を示す。Kristjan Á.（1980：46f.）は単一語 raka ra-「理髪

師（の）」（← raka ri）と meista ri「名人」による複合語 raka rameista ri「名理髪

師」を例に挙げている。なお，Dıdı［di:di:］「ディーディー」，Lolo［lou:lou:］「ロウロ

ウ」などの-ı/-y/-oで終わる比較的新しい女名の愛称（Guðrun K./Sigurður J. 1991:

51f.）は「重複」（reduplication）によると考えられる。また， Elısabet［ :lisa-b :d］

（Stefan E.（1949：328）は民間語源的にElısa＋betという複合語の扱いを受けている

と推察される。

この点についても，上述のヨウンは次のように的確に指摘している：「有アクセント音

節の直後に後続する半有アクセント音節は，長音が半長音になり，半長音がまったくの

短音になるように，短縮される。…副アクセント音節（すなわち，半有アクセント音節

の前に１つまたは複数の無アクセント音節がある場合）は，有アクセント音節と同じ長

さを担うことができる」（“En halvstærk Stavelse, der f lger umiddelbart efter en
 

Stavelse med stærkt Tryk,svinder ind saaledes at fuld Længde bliver halv Længde
 

og halv Længde forkortes helt… En Stavelse med stærkt Bitryk ( :naar der staar
 

en eller flere tryksvage Stavelser foran den halvstærke Stavelse) kan have de
 

samme Længdeforhold som en stærk Stavelse…”,Jon Ó.(1920-24:XIX)）
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化を受けないとはいっても，たとえば地名のMyrdalur［mirdalYr］で

は，-dalurの aは uよりもやや強く発音し，音声学的にやや長い。たとえば，

Stefan E.（1949：411）と Sigfus B.（1920-24：548）はこの語のaを半長

母音，uを短母音として記載している。注79に引用した Jon Ó.（1920-24：

XIX））も，有アクセント音節の直後に後続する「半有アクセント音節」（“en
 

halvstærk Stavelse”）では，長音が「半長音」（“halv Længde”）に短縮さ

れると述べている 。しかし，カナ表記では半長母音の表記は不可能なので，

長母音と短母音のどちらかの表記を選択する必要がある。単一語のdalur

［da:lYr］「谷」のカナ表記は「ダールル」である。合成語のレベルだけの表記

を行えば，Myrdalurは「ミルダルル」だが，単一語のレベルでの表記を重視

すれば，「ミルダールル」となる。本稿では後者に従い，あえて長母音で「ミ

ルダールル」とカナ表記する。

この方策の利点は，単一語でも合成語でも，(-)dalurは「ダールル」と表記

できるので，単一語と合成語の整合性が保たれることである。別の例を取れ

ば，「（…）通り」を意味する(-)gataは，単一語では gata［ a:da］「ガータ」

である。合成語では，第１要素が２音節以上のLækjargata［lai:J-ar a:da］

「ライキャルガータ」だけでなく，１音節のTungata［t un ada］「トゥンガー

タ」（「トゥンガタ」とはしない）も単一語と同じ「…ガータ」と表記できる。

一方，欠点としては，Myrdalur［mirdalYr］「ミルダールル」（主格）にたい

して，Vık ıMyrdal［vi: i:mirdal］「ヴィーク・イー・ミルダル」（Myrdal

は与格，「…ミルダール」とはしない) という地名が示すように，語形変化で

後続要素はアクセントを持たず，その母音を短母音とみなす意見もある。注84参照。こ

れは半長母音や半有アクセントを認めず，合成語のレベルだけで，主アクセントを担う

第１要素の母音との対比を重視する考え方である。本稿では発音記号の表記はこれに従

う。

Vık ıMyrdalは，機能語で弱く発音される前置詞ı［i:］（英 in）が長母音化を妨げられ

て短母音［i］となることを考慮して，「ヴィーク・イ・ミルダル」とすることも考えられ

る。同じく，接続詞og［ : ］→［ ］（英 and）を含むMal og menning「マウル・

オーグ・メンニング」（会社名）は，「マウル・オ・メンニング」と表記することも不可

能ではない。

9
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語尾を欠く１音節になる場合には「…ダールル」対「…ダル」となって，一

貫性に欠ける点が挙げられる。しかし，Myrdalsjokull［mirdalsjœ:Ydl］「ミ

ルダルスイェークトル」では，「音節均衡」の原則によって属格の-dals-［dals］

の aは短母音なので，「ミルダールス…」という表記は不可能である。した

がって，語形変化で語形が異なれば，いずれにせよ同一の語でも表記が異な

ることは避けられない。

もうひとつの欠点は，単一語のVık［vi:］「ヴィーク」にたいして，合成

語では，第１要素が１音節のDalvık［dalvi ］「ダルヴィク」と２音節以上の

Reykjavık［rei:J-avi:］「レイキャヴィーク」，Bolungarvık［b :lY arvi:］

「ボールンガルヴィーク」との間で，「…ヴィク」対「…ヴィーク」という異

なる表記になることである。しかし，これは前者のDalvıkでは後続要素の長

母音化が妨げられるという現象を的確に示すために，必要不可欠な措置とい

える。一方，「ダルヴィーク」はアイスランド語の音節構造を無視した不正確

なカナ表記である。それならば，当然，「ダールヴィーク」という単一語のレ

ベルだけを重視した表記をするべきだが，これではアイスランド語の音節構

造を二重の意味で無視したさらに不正確なカナ表記になってしまう。本来，

Myrdalur［mirdalYr］，Tungata［t un ada］には「ミルダルル」，「トゥン

ガタ」というカナ表記が最も正確である。それでもなお，「ミルダルール」，

「トゥンガータ」というカナ表記を取ろうという本稿の提案は，アイスランド

語の発音を尊重し，日本語の呼び名として不自然さをできるだけ回避しよう

とする苦肉の策と理解されたい。

最後に，発音記号による表記に触れておこう。上述のように，Stefan E.

（1949）と Sigfus B.（1920-24）は後続要素が１音節と２音節以上のどちらの

場合も，半長母音で記載している 。しかし，本稿では発音記号でも半長母音

を認めないので，長母音か短母音かの選択になる。 / （1962）

は後続要素が１音節と２音節以上のどちらの場合も，短母音として記載して

例．Myrdalur［mir da lYr］，Myrdalsjokull［mir dals-jo:k Ydl］，Nordal［n r da

l］（Stefan E.1949 :411,415）参照。Sigfus B.（1920-24）も本質的に同様。
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いる 。音韻を扱った近年の概説書Ari Pall K.（1988），Jon F.（1984），

Magnus P.（1992）も同様であり ，この方式が大半を占めている。結論と

して，本稿では近年の趨勢に従って，発音記号による表記では，後続要素が

１音節と２音節以上のどちらの場合も短母音として記載する。したがって，

Myrdalur［mirdalYr］「ミルダールル」のように，［a］対「アー」のような

「発音表記：短母音」対「カナ表記：長母音」という食い違いが生じることは

避けられない。

長子音についても，上記の方針に沿って表記する。次例でAlmannagja,

Sigtryggurは「アルマナギャウ」，「シフトリグル」ではなく，あえて「アル

マンナギャウ」，「シフトリッグル」と表記する。

Hermann［h rman］「ヘルマン」（男名）

Manni［man:I］「マンニ」（男名）

Almannagja［almana jau:］「アルマンナギャウ」（地名，［Almanna-（←

Al-＋manna［man:a］）＋-gja）

Sigtryggur［sIxt rI Yr］「シフトリッグル」（男名，Sig-＋-tryggur［t rI :

Yr］）

まとめとして，Sig-/Sigur-を第１要素とする合成語の人名で例示してみよ

う。

例．Myrdalur［mirdalYr
）
］，Myrdalsjokull［mirdalsjo:k Ydl］，Narvık［narvik ］「ナ

ルヴィク」（ノルウェーの地名）； / 1962:932f.参照。

Ari Pall K.（1988：24）は合成語の第１要素が１音節の場合には，第１要素が主アクセ

ントを担うにとどまり，後続要素には副アクセントが置かれないと述べている。Magnus
 

P.（1992：42f.），Jon F.（1984：8f.）も同様の趣旨を述べており，半長母音ではなく，

短母音として発音表記している。例．varlega［varl a］「注意深く」，samtok［samt ok］

「連結」（Ari Pall K.1988:64），mistok［mI:st œ ］「過失」，skosmiður［s ou:smIðYr］

「靴屋」（Jon F.1984:9），Magnus P.（1992）も本質的に同様だが，ferðamaðurinn「旅

人」［ferðamaðYrIn］（ib.49），［ferðama:ðYrIn］（ib.50）など，一貫性を欠く。
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第１要素１音節（短）＋後続要素１音節（短）：

Sigrun［s  un］「シグルン」(女名) Signy［sI ni］「シグニ」(女名)

Sigfus［sIxfus］「シフフス」（男名）

第１要素１音節（短）＋後続要素２音節（長―短）：

Sigrıður［s  iðYr］「シグリーズル」（女名）

第１要素２音節（長―短）＋後続要素１音節（長）：

Sigurlın［sI  rli:n］「シーグルリーン」（女名）

第１要素２音節（長―短）＋後続要素２音節（長―短）：

Sigurliði［sI  rlI:ðI］「シーグルリージ」（男名）
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